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Headline  News 夢と希望を抱く　成人式典

今 年は、447人の新成人が誕生。千代田公民館で開か
れた成人式典には337人が出席し、華やかな晴れ着

に袖を通した新成人者であふれ、心を新たに、新成人として
第一歩を踏み出しました。旧友との再会を喜ぶ新成人たちは、
写真を撮り合うなど思い出話に花を咲かせていました。

新年のごあいさつ ･･･････ p.2

霞ヶ浦帆引き船
シンポジウム・写真展示会

･･･････ p.4～ 5

税申告の日程・仕方 ･･･････ p.6～ 8



Q. 新年の抱負を

聞かせてください。
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新年のごあいさつ

皆 

様
に
は
、
心
新
た
な
新
春
を
お
迎
え
の
こ

と
と
存
じ
上
げ
ま
す
。

　

ま
た
、
日
頃
か
ら
、
市
政
運
営
に
対
し
て
温
か

い
ご
支
援
と
ご
協
力
を
賜
り
、
厚
く
お
礼
を
申
し

上
げ
ま
す
。

　

私
も
、
市
長
に
就
任
し
て
、
一
年
半
余
り
が
経

過
し
、
二
度
目
の
新
年
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
こ
の
間
、
市
民
の
皆
様
か
ら
多
く
の
温
か

い
ご
声
援
と
力
強
い
後
押
し
を
い
た
だ
き
ま
し
た

が
、“
市
民
が
主
役
”の
ま
ち
づ
く
り
を
基
本
と
し

た
市
政
運
営
に
気
を
引
き
締
め
て
い
る
と
こ
ろ
で

ご
ざ
い
ま
す
。

　

さ
て
、
昨
今
の
経
済
情
勢
の
低
迷
や
雇
用
情
勢

の
悪
化
が
進
行
す
る
中
で
、
昨
年
は
、
東
日
本
大

震
災
に
よ
り
想
像
も
絶
す
る
被
害
が
発
生
し
ま
し

た
。
被
災
地
域
の
復
旧
、
復
興
対
策
が
進
む
中
で
、

福
島
第
一
原
発
の
事
故
に
伴
う
放
射
線
関
連
の
問

題
な
ど
が
、
景
気
の
回
復
を
阻
む
か
の
よ
う
に
先

行
き
不
透
明
な
状
況
を
長
期
化
さ
せ
て
い
ま
す
。

本
市
に
お
い
て
も
、
一
般
家
屋
を
は
じ
め
公
共
施

設
や
道
路
、
水
道
等
に
多
数
の
被
害
を
受
け
ま
し

た
が
、
多
く
の
市
民
の
皆
様
や
関
係
各
位
の
ご
協

力
に
よ
り
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
が
復
旧
し
、
初
期
の
混

乱
は
最
小
限
に
抑
え
ら
れ
ま
し
た
こ
と
を
深
く
感

謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

本
年
は
、
市
長
就
任
二
年
が
経
過
し
、
折
り
返

し
地
点
と
な
り
ま
す
。
厳
し
い
財
政
状
況
の
中
、

本
格
的
な
復
旧
、
復
興
へ
取
り
組
み
、
多
様
化
す

る
行
政
需
要
へ
の
対
応
が
必
要
に
な
っ
て
き
ま
す
。

先
に
実
施
し
た
事
業
仕
分
け
や
補
助
金
審
議
会
の

答
申
な
ど
を
参
考
に
、
徹
底
し
た
行
財
政
改
革
を

推
し
進
め
る
こ
と
で
、
財
政
基
盤
を
堅
固
な
も
の

と
し
、
子
育
て
支
援
な
ど
社
会
保
障
関
連
事
業
の

充
実
、
学
校
耐
震
化
の
推
進
な
ど
安
全
安
心
社
会

の
実
現
、
神
立
駅
周
辺
整
備
な
ど
を
含
め
た
成
長

基
盤
の
強
化
な
ど
を
重
点
課
題
と
し
て
、
市
民
の

皆
様
と
の
対
話
と
協
働
に
よ
り
、
厳
し
い
時
代
の

変
化
に
的
確
に
対
応
し
た
魅
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り

New Year Greeting2012

を
進
め
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
て
お

り
ま
す
。

　

皆
様
に
は
、
変
わ
ら
ぬ
ご
支
援
ご
協
力
を
賜
り

ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
幸

多
き
一
年
で
あ
り
ま
す
よ
う
心
か
ら
お
祈
り
申
し

上
げ
、
新
年
の
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

か
す
み
が
う
ら
市
長　

宮
嶋
光
昭

新 

し
い
年
は
、
気
持
ち
を
切
り
替
え
る
絶
好
の
機
会
で
す
。

抱
負
や
祈
願
な
ど
心
に
誓
う
方
も
多
い
と
思
い
ま
す
。

今
年
は
、
１
月
３
日
に
郷
土
資
料
館
で
開
催
さ
れ
た

「
お
城
市
」で
市
民
の
方
に
、
新
年
の
抱
負
を
伺
い
ま
し
た
。
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大
切
な
地
域
資
源
と
し
て

帆
引
き
船
の
未
来
を
と
も
に
考
え
よ
う

帆 
引
き
網
漁
は
、
明
治
13
年
、
シ
ラ

ウ
オ
漁
を
目
的
に
坂
村
二
ノ
宮（
旧

霞
ヶ
浦
町
）の
折
本
良
平
に
よ
っ
て
考

案
さ
れ
、
そ
の
後
ワ
カ
サ
ギ
漁
の
主
役
と
し
て
昭

和
42
年
ま
で
の
約
１
０
０
年
間
、
霞
ヶ
浦
漁
業
の

花
形
と
し
て
一
世
を
風
靡
し
ま
し
た
。
凧
の
原
理

を
応
用
し
、
船
体
か
ら
の
み
で
な
く
、
帆
の
上
部

に
も「
つ
り
縄
」を
結
び
、
上
下
か
ら
綱
で
網
を
引

く
こ
と
が
で
き
た
た
め
、
帆
柱
に
負
荷
が
か
か
ら

ず
、
し
っ
か
り
と
風
を
受
け
、
力
強
く
ス
ピ
ー
ド

を
出
す
こ
と
が
で
き
た
画
期
的
な
漁
で
し
た
。
当

時
、
良
平
自
身
が
漁
の
指
導
を
し
た
こ
と
も
あ
り
、

沿
岸
の
漁
民
の
間
に
ま
た
た
く
ま
に
普
及
し
、
数

千
人
の
漁
民
が
生
活
の
安
定
を
得
た
と
さ
れ
ま
す
。

風 

と
水
と
い
う
自
然
の
力
を
効
率
的
に

利
用
し
た
エ
コ
パ
ワ
ー
に
よ
る
こ
の

伝
統
漁
法
は
、
ス
ロ
ー
ラ
イ
フ
な
ど
、

自
然
と
人
と
の
共
生
を
体
現
す
る
シ
ン
ボ
ル
。
ま

た
、
動
力
船
に
と
っ
て
変
わ
ら
れ
た
わ
ず
か
４
年

後
に
観
光
用
と
し
て
復
活
し
40
年
経
っ
た
現
在
ま

で
続
い
て
い
る
の
は
、
そ
の
功
績
を
称
え
る
の
と

同
時
に
、
湖
上
に
帆
を
広
げ
た
勇
壮
な
姿
が
今
も

な
お
カ
メ
ラ
マ
ン
を
は
じ
め
多
く
の
観
光
客
を
魅

了
し
て
い
る
証
。
い
ま
、
網
大
工
や
船
大
工
、
漁

師
の
技
術
の
伝
承
が
危
ぶ
ま
れ
る
中
、
今
回
の
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
通
し
て
、
帆
引
き
船
の
魅
力
と
存

在
意
義
を
多
く
の
皆
さ
ん
と
共
有
し
、
地
域
を
代

表
す
る
資
源
を
後
世
に
伝
え
る
た
め
、
帆
引
き
船

の
未
来
に
つ
い
て
一
緒
に
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

未
来
へ
出
航
！

霞
ヶ
浦
帆
引
き
船
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
・
写
真
展
示
会

タ イムスケジュール
～参加自由・入場無料～

柳生博profile
1937年阿見町出身。俳優、

（財）日本野鳥の会会長、コ
ウノトリファンクラブ会長。
八ヶ岳南麓に居をかまえ、
花鳥風月の里山の重要さを
訴え続けている。

12:30〔第 1部〕霞ヶ浦フォトコンテスト表彰式

14:20〔第 2部〕霞ヶ浦帆引き船シンポジウム

14:25 基調講演／柳生 博
テーマ 自然との共存 ～守りたい宝～

15:30 パネルディスカッション

テーマ 未来へ出航！霞ヶ浦の帆引き船

コーディネータ　
▪芦川智（昭和女子大学教授）

パネリスト
▪細川英邦（㊖みちのく北方漁船博物館長）
▪桐原泰弘（茨城県地域計画課長）
▪藤原俊之（茨城県観光物産課長）
▪戸田　葊（霞ヶ浦帆引き船まつり実行委員長）
▪沓掛博光（旅行ジャーナリスト・筑波学院大学講師）
▪水島敏夫（㊑旅行読売出版社代表取締役社長）
▪秋元昭臣（㊑ラクスマリーナ専務取締役）

《帆引き船の歴史》
明治13年 折本良平が帆引き網漁を考案
明治30年 折本良平が第2回水産博覧会で褒章を受賞
明治35年 田伏在住であった坂本金吉（坂本九氏の祖父）が秋

田県へ移住。帆引き船を八郎潟へ伝承
昭和42年 トロール漁が主流となり帆引き網漁が衰退
昭和46年 帆引き船1艘を観光用として操業開始
平成13年 随伴船（見学船）を観光帆引き船に改修し2艘引き

操業開始
平成14年 読売新聞社・（財）休暇村協会主催「訪ねてみたい

21世紀に残す日本の風景遺産100選」に選定
霞ヶ浦帆引き船まつり実行委員会が設立。毎年フォ
トコンテストや模型作り教室を開催し、帆引き船
の伝承と霞ヶ浦観光のイメージアップに力を注ぐ

平成16年 新造船初操業
「帆引き船発祥の地」宣言

平成17年 「未来に残したい漁業漁村の歴史文化財百選」に認
定

平成20年 第 23回国民文化祭・いばらき2008で皇太子殿
下が帆引き船の模型作りをご視察

平成21年 読売新聞創刊135周年記念事業の「平成百景」に認
定

「霞ヶ浦帆引き船模型」が茨城県郷土工芸品とかす
みがうら市推奨品「湖山の宝」に認定

平成22年 「月夜の帆引き船」ライトアップ鑑賞会

フォトコンテスト2011の受賞作品などの写真展を
同時開催しています。ぜひ会場でご覧ください。



忘れずに！お早めに！
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 平 成24 年1月1日に市内にお住まいの方は、原
則として申告が必要です。

☞�年末調整が済んでいない方
☞�給与所得者で、勤務先からの給与支払報告書が市役所
へ提出されていない方

☞給与を2カ所以上からもらっている方
☞�給与所得や退職所得以外の所得合計が20万円を超える方
☞�営業・農業・不動産・利子・配当・年金・雑・一時・譲
渡などの所得や原稿料、講演料などの収入があった方

※�農業所得は、自作・他作にかかわらず耕作収入のあった方
が対象となります。出荷していなくても収穫があった場合は、
農業所得となります。

☞�市内に在住している方の税法上の扶養親族となっていない方
※�単身赴任など市外に住んでいる方の被扶養者となっている
場合は申告が必要です。

☞�失業保険・遺族年金・障害年金など非課税所得があった方
※�証明書の発行や国民健康保険税の算定、子ども手当受給の
基礎資料となりますので、申告が必要です。

 申 告内容に応じてさまざまですが、「所得」や「所得控
除」に関する証明書と「印鑑」が必要です。控除を受

ける場合には、控除額が確認できる証明書や領収証をご持
参ください。

◉給与所得者・公的年金受給者
☞源泉徴収票、事業主の支払証明など

◉事業所得者・農業所得者・不動産所得者
☞収支内訳書
※�固定資産税額を経費とする場合は、固定資産税領収証や課
税明細書をご参照ください。

◉医療費控除を受ける方
☞医療費の領収証、保険などで補てんされた金額の明細書
※�領収証の日付をご確認いただき、受診者や病院別に集計し
てください。

◉社会保険料控除のある方
☞�国民健康保険税・国民年金保険料・介護保険料・任意
継続保険料などの領収証または納付済額証明書

◉生命保険料・地震保険料控除のある方
☞�個人年金保険料・生命保険料控除証明書や地震保険料
控除証明書・長期損害保険料控除証明書（平成18年末
までに契約締結された分）

◉住宅借入金特別税額控除を受ける方
☞�家屋（土地も含む）の登記簿謄本・住民票・請負（売買）契約

書の写し・住宅取得資金に係る借入金の年末残高証明書
※�長期優良住宅の場合は、茨城県から発行される長期認定優
良住宅建築等計画の認定通知書の写し・住宅用家屋証明書ま
たは認定長期優良住宅建築証明書

◉市外在住者を扶養にとる方
☞被扶養者の住所、氏名、生年月日がわかるもの
※�還付申告を受ける場合は、本人名義口座の金融機関名（支店
名）と口座番号がわかるもの

指定日以外でも、都合の良い日にご相談ください。

相談会場と対象者

申告相談をご利用ください。

月 日 ～ 月 日1 ▼ ▼ ▼

2 ▼ ▼ ▼

２ １ 火４ ３ １５

平

年
度

成  
24

時
間
に

余
裕
を
持
っ
て

■ 申告に必要なもの

■ 申告方法

〔午前の部〕の受け付けが

80人になり次第、

〔午後の部〕の受け付けを

開始します。

▪市税や地方税に関するお問い合わせ
☞市税務課☎内線1128.1129.1130
▪所得税や消費税など国税に関するお問い合わせ
☞土浦税務署☎029-822-1100の申告相談税税

木

日・時間 9:00～11:30 13:00～16:00 9:00～11:30
13:00～16:00

9:00～11:30
13:00～16:00

2月14日㊋ ＊＊＊＊＊ ＊＊＊＊＊ ＊＊＊＊＊ 還付申告
15日㊌ ＊＊＊＊＊ ＊＊＊＊＊ ＊＊＊＊＊ 還付申告

16日㊍ 風返、高賀津、平、宮下 北ノ坊、中道、富士見台 ＊＊＊＊＊ 市内全地区

17日㊎ 田子内、小津、新屋敷 柏崎先浜、柏崎下宿、柏崎横町 ＊＊＊＊＊ 市内全地区
18日㊏ ＊＊＊＊＊ ＊＊＊＊＊ ＊＊＊＊＊ ＊＊＊＊＊
19日㊐ ＊＊＊＊＊ ＊＊＊＊＊ ＊＊＊＊＊ 市内全地区
20日㊊ 柏崎上宿、小常、田端、出戸、芝久保 下高野、下軽部、富士寮 ＊＊＊＊＊ 市内全地区
21日㊋ 赤塚東、赤塚西、松本、島ノ内 崎浜、加茂団地、平川、御殿 ＊＊＊＊＊ 市内全地区

22日㊌ 川尻、内加茂、戸崎原 戸崎、大前、田宿 ＊＊＊＊＊

23日㊍
西原、深谷中台、男神、上大堤
三ツ木、教職員住宅、日大寮

深谷一、深谷二、深谷三、深谷団地、
筑見

七会地区 ※�地区割の指定
日以外でも、
都合の良い日
でご相談くだ
さい。

※�千代田公民館
での申告相談
は2月23日
㊍からです。

※�働く女性の家
の申告相談は、
2月21日㊋で
終了です。

24日㊎ 深谷上郷、深谷下郷、四ケ村、堤 下原、毘沙門堂、八千代台、牧ノ内 七会地区
25日㊏ ＊＊＊＊＊ ＊＊＊＊＊ ＊＊＊＊＊
26日㊐ ＊＊＊＊＊ ＊＊＊＊＊ ＊＊＊＊＊

27日㊊ 幕田、南根本、大成、牧ノ内第二
大和田第一・第二・第三・第四
サンシャインつくば

七会地区

28日㊋
房中、上高谷第２、上高谷第3
宮馬場、千鳥ケ丘

八田、兵庫峰、浜、緑ケ丘、霞台 下稲吉・稲吉地区

29日㊌ 有河、牛渡下郷、牛渡上郷、上高谷 根山、柳梅、外葉、松崎、心道学園 下稲吉・稲吉地区

3月1日㊍
西成井上宿、西成井下宿、西成井横
町、上軽部、東京製綱筑波寮

堂山、馬場、馬場山、小原、巽台、
酒井住宅、原巻

志筑地区

2日㊎
天王町、金川、荻平、荻平本郷、新
宿、三ツ谷風返、巾木免

飯岡、天神、天神第一、ピソ天神、
かんだつ住宅

志筑地区

3日㊏ ＊＊＊＊＊ ＊＊＊＊＊ ＊＊＊＊＊

4日㊐ 市内全地区 市内全地区

5日㊊
新生、神立開拓、共栄、大和
希望ケ丘

三晃アパート、鹿ノ山一、鹿ノ山二、
鹿ノ山三、東宝ランド、南野

志筑地区

6日㊋ 坂東、大平、上東、二ノ宮、大寿
坂有河、西方、折越、志戸崎西一、
志戸崎西二

稲吉東・稲吉南
角来地区

7日㊌
志戸崎西三、志戸崎中、志戸崎東一、
志戸崎東二

横須賀、根本前原、北前原、後路
稲吉東・稲吉南

角来地区

8日㊍ 山田、石田、沖ノ内 上根、田伏中台、霞 新治地区

9日㊎ 市内全地区 新治地区

10日㊏ ＊＊＊＊＊ ＊＊＊＊＊

11日㊐ ＊＊＊＊＊ ＊＊＊＊＊

12日㊊ 市内全地区 新治地区

13日㊋ 市内全地区 市内全地区

14日㊌ 市内全地区 市内全地区

15日㊍ 市内全地区 市内全地区

会場 あじさい館 千代田公民館 働く女性の家

　確　 定申告書は、各相談会場で提出することができま
すが、相談会場は大変混雑していますので、ご自

身で作成できる方は、次の方法で提出することができます。

▼郵送で提出する場合
☞�自分で確定申告書に必要事項を記載して完成できた場合
は、郵送などで税務署へ提出できます。また国税庁ホー
ムページ（http://www.nta.go.jp）の「確定申告書等作成
コーナー」を利用し、プリンタで印刷したものに源泉徴収
票等の必要書類を添付して税務署などに郵送などで提出
できます。

▼電子申告で申請する場合
☞�電子証明書付の住民基本台帳カードと ICカードリーダグ
ライダを準備し、事前に登録します。詳しくは、e-Taxホー
ムページ（http://www.e-tax.nta.go.jp）をご覧ください。

▪雑損控除の適用を受ける申告
☞�東日本大震災で被害を受けた方で、事前に税務署などで「雑損控除計
算書」の作成が済んでいる方は相談可能です。

▪青色申告　
▪�平成 22年分以前の過年度分の申告
▪�譲渡所得（株や不動産などを売却した場合の所得）
▪消費税・贈与税・相続税
▪先物取引・FX取引
▪�外国人の方で、被扶養者が祖国にいる方
※�その他のケースでも高度な判断を要する場合は、相談の途中でも税
務署に行っていただく場合がありますので、ご了承ください。

市の申告会場で
　　相談することの
　　　　できない申告

■ 対象者

申 告相談の日程と場所は次のページを参照してください。地区割の指定
日以外でも、都合の良い日程で時間に余裕を持ってお越しください。
申告は税額を算出する目的と併せて、所得証明書・非課税証明書の交

付などに必要です。期限内に必ず申告をしましょう。雑損控除の適用を受ける申
告は、市の申告会場で相談することができませんので、ご注意ください。
個人事業者の消費税や地方消費税の申告・納付期限は4月2日㊊までです。

今 年
度は千代田庁舎で申

告相談を行いません。

千代田公民館で実施

しますので、お間違えのない

ようお願いします。
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窓口サービス
時間延長

毎
週
木
曜
日 
午
後
❼
時
ま
で 

受
付

▼�

千
代
田
庁
舎
で
各
種
証
明
書
交
付
や
納
税
相
談
な
ど
の

一
部
事
務
の
窓
口
を
延
長
し
て
い
ま
す
。

☝
�

税
務
課
・
国
保
年
金
課
・
納
税
推
進
課
・

市
民
課
千
代
田
窓
口
セ
ン
タ
ー

かすみがうら市役所  ☎ 0299 ｰ 59 ｰ 2111　☎ 029 ｰ 897 ｰ 1111
※�どちらにおかけになっても庁舎間を内線電話で転送します。代表 FAX 0299 ｰ 59 ｰ 2130 

市福祉事務所（千代田庁舎内） FAX 0299 ｰ 59 ｰ 2186 歩崎公園ビジターセンター ☎ 029 ｰ 840 ｰ 9850
中央出張所 （働く女性の家内） ☎ 029 ｰ 831 ｰ 6399 郷土資料館 ☎ 029 ｰ 896 ｰ 0017
あじさい館 ☎ 029 ｰ 897 ｰ 0511 雪入ふれあいの里公園 ☎ 0299 ｰ 59 ｰ 7000
図書館（あじさい館内） ☎ 029 ｰ 897 ｰ 0647 水族館 ☎ 029 ｰ 896 ｰ 0722
千代田公民館 ☎ 0299 ｰ 59 ｰ 5252 西消防署 ☎ 0299 ｰ 59 ｰ 0119
やまゆり館 ☎ 029 ｰ 832 ｰ 5601 東消防署 ☎ 029 ｰ 897 ｰ 0119
勤労青少年ホーム ☎ 029 ｰ 831 ｰ 5896 社会福祉協議会（あじさい館） ☎ 029 ｰ 898 ｰ 2527
健康増進課（霞ヶ浦保健センター） ☎ 029 ｰ 898 ｰ 2312 環境クリーンセンター ☎ 0299 ｰ 59 ｰ 4649

お 知らせ

▼
空
気
中
の
放
射
線
濃
度

▼
茨
城
県
で
は
放
射
線
モ
ニ
タ
リ

ン
グ
車
に
よ
っ
て
、
第
２
第
４
水

曜
日
に
、
市
内
に
お
け
る
放
射
線

量
を
測
定
し
て
い
ま
す
。

☞

測
定
場
所　

　

千
代
田
庁
舎
正
面
駐
車
場

☞

数
値

　

マ
イ
ク
ロ
シ
ー
ベ
ル
ト
／
時
間

◉
12
月
14
日
水　

０
．
１
０
７

◉
12
月
26
日
月　

０
．
１
１
４

▼�

数
値
に
変
化
は
あ
り
ま
す
が
、

健
康
に
影
響
の
あ
る
レ
ベ
ル
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。

問
環
境
保
全
課
☎
内
線
２
５
１
２

日時◦2月7日㊋～3月15日㊍（㊏㊐を除く）

9:00～16:00　
※ただし、2月19日㊐、26日㊐は開設。
場所◦新治ショッピングセンター「さん・あぴお」
相談内容◦�申告相談（所得税、贈与税、消費税）、確定申告

書用紙の配布、確定申告書の受け付け
※納付相談や現金納付の業務は行いません。

対象者◦
☞給与所得者で医療費や雑損控除などを受けられる方
☞�中途退職をした方などで、給与所得について年末調整が
お済みでない方

☞�所得が公的年金などにかかる雑所得のみの方で、医療費
控除や雑損控除などを受けられる方

日時◦2月6日㊊～24日㊎（㊏㊐㊗を除く）

9:00～11:00／13:00～15:00
場所◦つくば市役所2階研修室1（つくば市苅間2530-2）

日時◦2月2日㊍～15日㊌（㊏㊐㊗を除く）

9:00～11:00／13:00～15:00
場所◦税理士会税務相談所

（土浦市東真鍋町2-5・土浦市民会館となり）

▼�

平
成
24
年
経
済
セ
ン
サ
ス
‐

活
動
調
査
の
実
施

�

☟�

調
査
は
全
国
す
べ
て
の
企
業
お

よ
び
事
業
所
が
対
象

▼
全
国
す
べ
て
の
事
業
所
や
企
業

を
対
象
に
、「
平
成
24
年
経
済
セ

ン
サ
ス-

活
動
調
査
」（
調
査
日
：

２
月
１
日
）を
行
い
ま
す
▼
各
事

業
所
な
ど
に
は
、
１
月
中
に
統
計

調
査
員
の
訪
問
や
郵
送
に
よ
り
調

査
の
依
頼
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
▼
調
査
票
の
ご
記
入
・
ご
提
出

を
お
願
い
し
ま
す
。

「
経
済
セ
ン
サ
ス
総
合
ガ
イ

ド
」で
検
索

問
霞
ヶ
浦
庁
舎
総
務
課

☎
内
線
２
２
０
２
．
２
２
０
３

☟�

平
成
24
年
度
広
報
か
す
み
が
う

ら
へ
の
有
料
広
告
掲
載
の
受
け

付
け
が
始
ま
り
ま
す
。

▼
対
象　

市
内
ま
た
は
土
浦
市
、

石
岡
市
、
小
美
玉
市
、
行
方
市
に

住
所
ま
た
は
事
務
所
な
ど
を
有
す

る
方

▼
有
料
広
告
受
付
開
始

▪広告サイズと料金
半枠／45mm× 86mm ▼ 1万円
全枠／45mm×177mm ▼ 2 万円

★ ★

対象者◦�年末調整済みの給与所得者で、
�❶平成23年中に新規に住宅などを取得し、住宅借
入金等控除を受けられる方❷東日本大震災により住
宅や家財などに損害を受けられた方で、雑損控除を
受けられる方

日時◦1月31日㊋～2月3日㊎10:00～15:00

場所◦イーアスつくば2階イーアスホール

今年の申告の注意点

扶養控除の見直し

❶　�申告期間中は、税務課窓口で申告
相談の受け付けは行っていません。

❷　�還付申告は2月14日火以前でも
土浦税務署で受け付けをしていま
すので、早めの申告を心掛けてく
ださい。

❸　�市では市・県民税の申告書や各種
収支内訳書（一般・農業・不動産）
などは送付しませんので、自主申
告をされる方は、市役所各庁舎・
中央出張所の窓口でお受け取りく
ださい。

❹　�申告期限が間近になると大変混雑
します。持参する書類など不備のな
いようご確認の上、時間に余裕を
持ってご来場ください。

3 ▼ ▼ ▼

4 ▼ ▼ ▼

税務課からのお願い

扶養親族の区分・年齢 改正前 改正後
年少扶養親族 ☞ 0～15歳 33万円 0万円
控除対象扶養親族 ☞ 16～18歳 45万円 33万円
特定扶養親族 ☞ 19～ 22歳 45万円 45万円
控除対象扶養親族 ☞ 23～ 69歳 33万円 33万円
老人扶養親族 ☞ 70歳～ 38万円 38万円

平 成22年度税制改正により、平成24年度の住民税から次のとおり変更
になります。

▪�

被
災
者
生
活
再
建
支
援
金（
基

礎
支
給
金
）の
申
請
期
間
が
１

年
間
延
長

▼
申
請
期
限　

平
成
25
年
４
月
10

日
水

▼
対
象
世
帯　

り
災
証
明
書
で
住

家
の
全
壊
・
大
規
模
半
壊
の
認
定

を
受
け
て
い
る
被
災
世
帯

※�

半
壊
認
定
で
建
物
解
体
す
る
と

全
壊
扱
い
に
な
り
ま
す
。

▼�

東
日
本
大
震
災
に
係
る

各
種
支
援
制
度
の
申
請
期
間

※�

加
算
支
給
金
申
請
期
限
日
は
、

平
成
26
年
４
月
10
日
で
す
。

問
社
会
福
祉
課

☎
内
線
１
１
６
２
・
１
１
６
５

▪
日
赤
等
義
援
金
の
申
請
期
限

☞
３
月
30
日
金
ま
で

▼
対
象
世
帯　

り
災
証
明
書
で
住

家
の
全
壊
・
大
規
模
半
壊
・
半
壊

の
認
定
を
受
け
て
い
る
被
災
世
帯

▪
茨
城
県
災
害
見
舞
金
の
申
請
期
限

☞
３
月
30
日
金
ま
で

▼
対
象
世
帯　

り
災
証
明
書
で
住

家
の
半
壊
の
認
定
を
受
け
て
い
る

被
災
世
帯

※�

半
壊
・
解
体
に
よ
り
被
災
者
生

活
再
建
支
援
金
を
活
用
す
る
場

合
は
対
象
外
で
す
。

◉�

り
災
証
明
書
を
受
け
て
い
な
い

方
は
、
お
早
め
に
取
得
し
て
く

だ
さ
い
。

☟
義
援
金
・
見
舞
金

問
社
会
福
祉
課

☎
内
線
１
１
６
２
・
１
１
６
５

☟
り
災
証
明
書

問
総
務
課
☎
内
線
１
５
２
２

■ 年少扶養控除（年齢16歳未満の扶養親族）の廃止

☞�扶養控除の対象は16歳以上の扶養親族

■ 年齢 16歳以上19歳未満の扶養控除上乗せ部分（12万円）の廃止

☞扶養控除額は33万円
☞�特定扶養親族の範囲が、年齢19歳以上23歳未満の扶養親族

■ 扶養親族または控除対象配偶者が同居の特別障害者である場合
☞�扶養親族または配偶者控除の額に23万円を加算する措置について、年
少扶養親族に係る扶養控除の廃止に伴い、特別障害者の額（30万円）に
23万円を加算する措置へ変更になります。

☞�所得税および消費税、贈与税

の申告相談は、自動音声案内

で「0」番を選択してください。
問い合わせ☞土浦税務署申告案内窓口☎ 029-822-1100

市外の相談会場と対象者
■ 土浦税務署の申告相談

■ �土浦税務署の住宅借入金等特別控除および
東日本大震災に係る雑損控除の個別相談会

■ 税理士会土浦支部の所得税還付申告相談

HP

▼
受
付
日
開
始
日　

２
月
13
日
月

か
ら
先
着
順

※�

掲
載
希
望
月
の
前
々
月
末
日
ま

で
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

問
広
聴
広
報
課
☎
内
線
１
１
５
１



挙は皆さんが農政に参加するための大切
な機会です。投票は皆さんの大切な権利

行使です。棄権しないで投票しましょう。
※�選挙区が1つになり選挙による委員の定数が
13人になりました。

▼投票日時　2月26日日7:00～18:00

▼期日前投票　2月20日月～25日土

8:30 ～ 20:00

▼告示日　2月19日日

▼立候補予定者説明会
2月6日月10:00～
場所☞千代田庁舎防災センター

▼立候補届出書類事前審査　
2月13日月 9:00～16:00
場所☞千代田庁舎防災センター

▼立候補届出　
2月19日日 8:30～17:00
場所☞千代田庁舎防災センター

問選挙管理委員会（総務課）☎内線1522.1523
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▼
日
時　

２
月
26
日
日
午
前
10
時

半▼
場
所　

つ
く
ば
サ
イ
エ
ン
ス
・

イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー

▼
労
使
間
の
ト
ラ
ブ
ル（
解
雇
、
い

じ
め
嫌
が
ら
せ
、
労
働
条
件
の
不

利
益
変
更
な
ど
）で
お
困
り
の
皆

さ
ま
の
問
題
解
決
を
無
料
で
お
手

伝
い
し
ま
す
。

問
茨
城
労
働
局
企
画
室

☎
０
２
９
（
２
２
４
）
６
２
１
２

▼
日
時　

２
月
９
日
木
午
後
１
時

～
３
時
半

☟�

平
成
24
年
３
月
卒
業
予
定
の
大

学
生
な
ど（
お
お
む
ね
３
年
以
内

の
既
卒
者
含
む
）の
就
職
面
接

会
▼
日
時　

２
月
17
日
金
午
前
10
時

～
午
後
４
時

▼
場
所　

ホ
テ
ル
マ
ロ
ウ
ド
筑
波

問
茨
城
労
働
局
職
業
安
定
課

☎
０
２
９
（
２
２
４
）
６
２
１
８

▼
職
場
の
ト
ラ
ブ
ル
解
決
サ
ポ
ー
ト

▼
障
害
者
就
職
面
接
会

▼
相
続
登
記
は
お
済
み
で
す
か
月
間

▼
茨
城
県
の
特
定
最
低
賃
金
改
定

▼
が
ん
ば
っ
ぺ
！
茨
城
就
職
面
接
会

空気中の放射線濃度Pick up

選

▼
期
間　

２
月
１
日
水
～
29
日
水

☟�

必
ず
チ
ェ
ッ
ク
最
低
賃
金
！

❶
鉄
鋼
業
７
９
９
円
❷
は
ん
用
機

械
器
具
、
生
産
用
機
械
器
具
、
業

務
用
機
械
器
具
製
造
業
７
８
３
円

❸
計
量
器
・
測
定
器
・
分
析
機
器
・

試
験
機
・
理
化
学
機
械
器
具
、
医

療
用
機
械
器
具
・
医
療
用
品
、
光

学
機
械
器
具
・
レ
ン
ズ
、電
子
部
品
・

デ
バ
イ
ス
・
電
子
回
路
、
電
気
機

械
器
具
、
情
報
通
信
機
械
器
具
、

時
計
・
同
部
品
製
造
業
７
７
６
円

❹
各
種
商
品
小
売
業
７
５
０
円

▼
効
力
発
生
日　

12
月
31
日

問
茨
城
労
働
基
準
局
賃
金
室

☎
０
２
９
（
２
２
４
）
６
２
１
６

▼�

ピ
ン
ク
リ
ボ
ン
運
動

ｉ
ｎ
か
す
み
が
う
ら

▼
ピ
ン
ク
リ
ボ
ン
運
動
は
、
乳
が

ん
検
診
の
啓
発
活
動
を
行
う
こ
と

で
、
乳
が
ん
に
よ
る
死
亡
者
を
一

（
つ
く
ば
市
吾
妻
１
ー
10
ー
１
）

▼
内
容　

❶
外
出
・
災
害
・
老
後

の
対
策
❷
受
け
ら
れ
る
福
祉
制
度

概
要
❸
ス
ト
ー
マ
の
お
手
入
れ
方

法
な
ど

▼
参
加
費　

１
０
０
０
円

▼
申
込
方
法　

２
月
20
日
月
ま
で

に
日
本
オ
ス
ト
ミ
ー
協
会
茨
城
県

支
部
に
お
電
話
く
だ
さ
い
。

問
日
本
オ
ス
ト
ミ
ー
協
会
茨
城
県

支
部

☎
０
２
９
７
（
６
２
）
７
４
６
３

農業委員会委員一般選挙Pick up

☟
予
備
自
衛
官
補

（
一
般
・
技
能
公
募
）

▼
応
募
資
格　
〔
一
般
〕18
歳
以
上

34
歳
未
満
の
方〔
技
能
〕18
歳
以
上

で
保
有
技
能
に
応
じ
53
～
55
歳
未

満
の
方

▼
受
付
期
間　

４
月
４
日
水
ま
で

▼
試
験
日　

４
月
13
日
金
～
16
日

月
の
１
日

☟
自
衛
隊
幹
部
候
補
生

（
一
般
・
技
術
）

▼
応
募
資
格　

22
歳
以
上
26
歳
未

満
の
方　

※
大
学
院
修
士
課
程
修

了
者（
見
込
み
含
む
）は
28
歳
未
満

▼
受
付
期
間　

２
月
１
日
水
～
４

月
27
日
金

▼
第
１
次
試
験
日　
〔
筆
記
試
験
〕

５
月
12
日
土〔
筆
記
式
操
縦
適
正

訓
練（
飛
行
要
員
の
み
）〕
５
月
13

日
日

問
自
衛
隊
茨
城
地
方
協
力
本
部
土

浦
地
域
事
務
所

☎
０
２
９
（
８
２
１
）
６
９
８
６

▼
自
衛
官
募
集

▼
日
時　

２
月
19
日
日
午
後
１
時

半▼
場
所　

茨
城
県
霞
ヶ
浦
環
境
科

学
セ
ン
タ
ー

▼
講
師　

沼
澤
篤（
㊓
霞
ヶ
浦
市

民
協
会
主
任
研
究
員
、
茨
城
県
環

境
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
）

▼
演
題　

霞
ヶ
浦
と
世
界
の
湖

▼
参
加
費　

無
料

問
㈳
霞
ヶ
浦
市
民
協
会

☎
０
２
９
（
８
３
５
）
２
２
５
２

▼
講
演
会
の
開
催

☟�

独
立
開
業
・
店
舗
拡
大
・
多
店

舗
出
店
を
目
指
す
方
へ

▼
日
時　

２
月
19
日
日
午
後
１
時

半▼
場
所　

水
戸
京
成
ホ
テ
ル（
水

戸
市
三
の
丸
１
ー
４
ー
73
）

▼
内
容　

基
調
講
演「
独
立
開
業

の
ポ
イ
ン
ト
と
心
構
え
」／
商
店

街
紹
介
／
出
店
希
望
者
と
商
店
街

に
よ
る
面
談

問
茨
城
県
中
小
企
業
団
体
中
央
会

☎
０
２
９
（
２
３
３
）
０
１
３
１

▼�

出
店
希
望
者
と
商
店
街
の

合
同
面
接
会
２
０
１
２

▼
日
時　

２
月
12
日
日
午
前
10
時

～
午
後
４
時　

※
受
付
時
間
▼
午
後
３
時
ま
で

▼
場
所　

水
戸
地
方
法
務
局
土
浦

支
局（
土
浦
市
下
高
津
１
ー
12
ー

９
）

▼
相
談
内
容　

登
記
、
供
託
、
戸

籍
・
国
籍
、
人
権
擁
護
な
ど
法
務

局
の
取
り
扱
う
業
務
全
般

問
水
戸
地
方
法
務
局

☎
０
２
９
（
２
２
７
）
９
９
１
１

▼
全
国
一
斉
！
法
務
局
休
日
相
談

▼
婚
活
パ
ー
テ
ィ
ー

☟�

婚
活
中
の
独
身
男
女
が
対
象
の

婚
活
パ
ー
テ
ィ
ー

▼
日
時　

３
月
11
日
日
午
後
１
時

半▼
場
所　

ホ
テ
ル
マ
ロ
ウ
ド
筑
波

（
土
浦
市
城
北
町
２
ー
24
）

　内小中学校、
 保育所・幼稚園、

公園の放射線測定結果
◉1月10日火測定
南中学校 0.19
北中学校 0.16
千代田中学校 0.20
下稲吉中学校 0.21
下大津小学校 0.21
佐賀小学校 0.16
志筑小学校 0.15
下稲吉小学校 0.19
美並小学校 0.18
志士庫小学校 0.21
上佐谷小学校 0.15
下稲吉東小学校 0.18
牛渡小学校 0.14
安飾小学校 0.16
宍倉小学校 0.17
新治小学校 0.23
七会小学校 0.16
神立幼稚園 0.18
くりのみ自然
幼稚園

0.16

◉1月11日水測定
わかぐり保育所 0.15
やまゆり保育所 0.19
さくら保育所 0.18
第1保育所 0.19
のぞみ保育園 0.22
美並未来
みなみ保育園

0.15

霞ヶ浦保育園 0.16
やまゆり館 0.17
◉1月6日金測定
桜塚公園 0.18
逆西第1児童公園 0.18
フルーツ公園通り 0.17
稲吉ふれあい公園 0.21
大塚ファミリー公園 0.21
大塚自然体験の森 0.17
第 2常陸野公園 0.18
多目的運動広場 0.21
戸沢公園運動広場 0.18
わかぐり運動広場 0.19
第1常陸野公園 0.17
単位 ▼マイクロシーベルト／時間
測定地点 ▼中学校は地上1.0m
その他は地上0.5m
問環境保全課☎内線2514

市

棄権しないで

投票 しましょう !市農業委員会委員
一般選挙の投票日

▼
募
集　

男
女
各
15
人

※�

男
性☝

市
内
在
住
で
45
歳
く
ら

い
ま
で
の
方　

女
性☝

40
歳
く

ら
い
ま
で
の
方

▼
参
加
費　

男
性
３
千
円　

女
性

２
千
円

▼
申
込
期
間　

２
月
２
日
木
～
23

日
木

問
生
涯
学
習
課（
あ
じ
さ
い
館
内
）

☎
内
線
３
０
１
６

（
土
日
㊗
を
除
く
）

▼
相
談
内
容　

相
続
登
記
に
関
す

る
相
談

▼
実
施
場
所　

県
内
各
司
法
書
士

事
務
所（
事
前
予
約
制
）

問
茨
城
司
法
書
士
会

☎
０
２
９
（
２
２
５
）
０
１
１
１

☟�

出
品
さ
れ
た
花
の
鑑
賞
会
の
ほ

か
、
チ
ャ
リ
テ
ィ
花
束
の
配
布

や
フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト

な
ど
の
展
示
、
出
品
花
の
即
売

会
が
行
わ
れ
ま
す
。

▼
第
30
回
土
浦
市
花
の
展
覧
会

☟�

一
般
の
方
も
参
加
で
き
る
入
札

に
よ
り
、
不
動
産
を
公
売
し
ま

す
▼
日
時　

３
月
６
日
火
午
後
12
時

50
分　

※�

中
止
に
な
る
場
合
も
あ
り
ま
す

の
で
、
事
前
に
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

▼
場
所　

茨
城
県
水
戸
合
同
庁
舎

▼
公
売
対
象
不
動
産　

売
却
区
分

番
号
23-

95（
所
在
／
地
番
／
地

目
／
地
積
の
順
）

❶
か
す
み
が
う
ら
市
牛
渡
字
堂
ノ

前
／
１
７
８
８
番
１
／
田
／
570
㎡

❷
か
す
み
が
う
ら
市
牛
渡
字
堂
ノ

前
／
１
７
８
９
番
１
／
畑
／
86
㎡

❸
か
す
み
が
う
ら
市
牛
渡
字
堂
ノ

前
／
１
７
９
０
番
／
田
／
69
㎡

▼
不
動
産
公
売

❹
か
す
み
が
う
ら
市
牛
渡
字
堂
ノ

前
／
１
７
９
１
番
／
畑
／
96
㎡

※�「
買
受
適
格
証
明
書
」が
必
要
で

す
。
茨
城
租
税
債
権
管
理
機
構

や
納
税
推
進
課（
千
代
田
庁
舎
）

で
公
売
参
加
の
案
内
を
無
料
配

布
し
て
い
ま
す
。

問
茨
城
租
税
債
権
管
理
機
構

☎
０
２
９
（
２
２
５
）
１
２
２
１

▼
日
時　

１
月
28
日
土
・
29
日
日

午
前
10
時

▼
場
所　

新
治
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ

ン
タ
ー
さ
ん
・
あ
ぴ
お（
土
浦
市

大
畑
１
６
１
１
）

問
土
浦
市
役
所
農
林
水
産
課

☎
０
２
９
（
８
２
６
）
１
１
１
１

▼
場
所　

ホ
テ
ル
グ
ラ
ン
ド
東
雲

（
つ
く
ば
市
小
野
崎
４
８
８
ー
１
）

※�

面
接
会
へ
の
参
加
希
望
の
事
業

所
や
障
害
者
の
申
し
込
み
を
受

け
付
け
て
い
ま
す
。

問
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
土
浦

☎
０
２
９
（
８
２
２
）
５
１
２
４

人
で
も
減
ら
し
家
族
全
員
が
安
心

し
て
生
活
で
き
る
社
会
に
貢
献
で

き
る
こ
と
が
目
的
で
す
。

▼
日
時　

３
月
４
日
日
午
後
１
時

半▼
場
所　

土
浦
市
民
会
館（
土
浦

市
東
真
鍋
町
２
ー
６
）

▼
講
師　

植
野
映（
筑
波
メ
デ
ィ

カ
ル
セ
ン
タ
ー　

ブ
レ
ス
ト
セ
ン

タ
ー
長
）

▼
演
題　

乳
が
ん
の
早
期
発
見
・

治
療
す
る
立
場
か
ら

▼
定
員　

３
０
０
人

▼
申
込
先　

健
康
増
進
課

☟�

同
時
開
催「
霞
ヶ
浦
に
ピ
ン
ク
の

帆
引
き
船
が
就
航
」午
前
10
時

▼
土
浦
港
よ
り
見
学
船「
ホ
ワ
イ

ト
ア
イ
リ
ス
号
」が
就
航
し
ま
す
。

問
健
康
増
進
課
☎
内
線
５
２
０
０

扌素敵なパートナーを見つける
チャンス。楽しいひとときを過ご
しましょう。

▼�

人
口
肛
門
・
人
口
ぼ
う
こ
う

勉
強
会
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戸 籍 の まど

☆☆☆有料広告を募集中/広聴広報課　☎内線1151☆☆☆

戸
籍
の
ま
ど

12
月
１
日
～
31
日
届
出
分（
敬
称
略
）

▼�

希
望
に
よ
り
掲
載
し
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
表
記
は
住
民
基
本
台
帳
を
基
に
し
て
い

ま
す
。「
お
く
や
み
」は
、
ご
遺
族
か
ら
の
希
望

に
よ
り
、
以
前
の「
地
区
」「
世
帯
主
」を
表
記
す

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

かすみがうらかすみがうら

東
日
本
大
震
災
義
援
金
に
つ
い
て

東
日
本
大
震
災
に
際
し
、
市
民
、
各
種
団
体
、
事
業
者
な
ど
の

皆
さ
ま
か
ら
た
く
さ
ん
の
義
援
金
な
ど
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

皆
さ
ま
か
ら
の
ご
厚
意
に
深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

市
にいただきました義援金などにつきましては、今回の災
害を教訓として、有事の際の対応を強化するため、市
の災害復興・対策に役立たせていただいております。

また、皆さまから社会福祉協議会などを通じて日本赤十字社などへ
お預かりした義援金は、それぞれの配分に基づき、被災者の皆さま
へ届けられます。　　　　　　　　　　　　　　　　　問総務課

かすみがうら市への義援金など
1 市への義援金総額

（平成23年度分：平成23年12月28日現在）

49,906,754円
【内訳】　  1,514,175円　〔個人・団体・企業など〕

48,392,579円　〔公的機関から〕

2 市への義援金などの使途
☞非常用備蓄品・備蓄食料などの整備（避難所など）
☞非常用井戸の整備（市内4中学校、下稲吉小学校）
☞その他災害復旧・対策に関する経費

❶義援金の募集・受け付け

❷配分の基本的な考え方の決定
　☞�「義援金配分割合決定委員会」にて、寄せられた義援金を被災
された都道県にどのように配分するか決定します。

❸各被災都道県における義援金配分委員会の設置
　☞�各被災都道県は、日本赤十字社の各都道県支部やその他の義
援金の受入団体、報道機関などの関係者からなる「義援金配分
委員会」を設置し、義援金の配分について協議・決定します。

❹被災都道県への義援金の送付
　☞�「配分割合決定委員会」で示された配分の考え方に基づく各被災
都道県からの申請により各被災都道県に義援金を送金します。

❺各県から配分対象市町村への送金
　☞�各都道県の義援金配分委員会の決定に基づき、各県から管下
の配分対象被災市町村へ義援金が送金されます。

❻市町村から被災地への義援金の配分
　☞�全壊・半壊された方々からの申請に基づき、各市町村から義
援金が届けられます（一部損壊は除きます）。

◉当市における義援金の配分額（平成 23年 12月28日現在）
　☞25世帯 19,132,928円
　　【内訳】全壊 7世帯 8,370,656円
　　 半壊18世帯10,762,272円　※大規模半壊含む

日本赤十字社への義援金の流れ

▼
飲
酒
運
転
の
根
絶

飲
酒
運
転
は
、
絶
対
に
し
な
い
、
さ
せ
な
い

飲
酒
運
転
に
は
運
転
者
と
運
転
者
以
外
に
も
厳

し
い
罰
則
が
あ
り
ま
す
。

▪
運
転
者
本
人

❶
酒
酔
い
運
転〔
免
許
取
消
〕　

５
年
以
下
の
懲

役
ま
た
は
１
０
０
万
円
以
下
の
罰
金　

❷
酒
気
帯
び
運
転　

３
年
以
下
の
懲
役
ま
た
は

50
万
円
以
下
の
罰
金

※�

呼
気
中
ア
ル
コ
ー
ル
濃
度
０
．
２
５
mg
以
上

☞
違
反
点
数
25
点
で
免
許
取
り
消
し

※�

呼
気
中
ア
ル
コ
ー
ル
濃
度
０
．
１
５
mg
以
上

☞
違
反
点
数
13
点
で
90
日
間
の
免
許
停
止

▪
車
両
提
供
者

❶
酒
酔
い
運
転　

５
年
以
下
の
懲
役
ま
た
は

１
０
０
万
円
以
下
の
罰
金

❷
酒
気
帯
び
運
転　

３
年
以
下
の
懲
役
ま
た
は

50
万
円
以
下
の
罰
金

▪
酒
類
提
供
者
と
車
両
同
乗
者

❶
酒
酔
い
運
転　

３
年
以
下
の
懲
役
ま
た
は

50
万
円
以
下
の
罰
金

❷
酒
気
帯
び
運
転　

２
年
以
下
の
懲
役
ま
た
は

30
万
円
以
下
の
罰
金

問
土
浦
警
察
署
☎
０
２
９
（
８
２
１
）０
１
１
０

戸籍のまどでは、新生児と亡くなられた方の

氏名・大字などを掲載していますが、不正使

用や目的外使用防止の観点から、ホームペー

ジ上での掲載はいたしませんのでご了承く

ださい。

有料広告欄 有料広告欄
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◉消費生活センター問観光商工課

▼ �不当請求、悪質商法などの消費生活相談を行います。あら
かじめ電話してから来所してください。

〔相談時間〕9:00～12:00／13:00～16:00
〔相談場所〕霞ヶ浦庁舎　毎週㊊㊋㊍㊎曜日

勤労青少年ホーム　毎週㊌㊎曜日

◉法律相談【要予約】問社会福祉課

▼同じ方からの同一内容の相談は年度内１回限りとします。
2月 9日㊍13:00～16:00働く女性の家
2月23日㊍13:00～16:00あじさい館
〔予約〕2月1日㊌8:30～

◉心配ごと相談問社会福祉協議会
2月 8日㊌13:30働く女性の家
2月22日㊌13:30あじさい館

◉育児相談【要予約】問子ども福祉課
2月7日㊋15:00第一保育所

◉農業委員会総会問農業委員会事務局
2月27日㊊14:00霞ヶ浦庁舎
◉農地相談【要予約】問農業委員会事務局
2月27日㊊ 9:00霞ヶ浦庁舎

2月各種相談日

　　2月☆みんなであそぼう

　 保健カレンダー

☆☆☆有料広告を募集中/広聴広報課　☎内線1151☆☆☆

【２月】問スポーツ振興課
参加費☞各日200円／中学生以下100円／会員無料

▼ �都合により期日の変更がありますので、各クラブにお問い
合わせください。

▪なかよしスポーツクラブ問大和　☎ 090-2417-8502

◉スポーツ広場☞毎週㊐9:30千代田Ｂ＆Ｇ　◉硬式テニス☞
毎週㊐ 9:00第１常陸野公園、毎週㊎19:00多目的運動公園
◉ピンポン☞毎週㊏12:30・毎週㊍19:00・毎週㊋12:00 千
代田B&G　◉太極拳☞毎週㊌19:30プルミエールひたち野
２号館　◉ファミリーフットサル☞毎週㊌㊎18:00千代田B
＆G、毎週㊐14:30わかぐり運動公園　◉よさこいソーラン
☞毎週㊐10:30千代田Ｂ＆Ｇ　◉社交ダンス教室☞毎週㊐㊍
13:00プルミエールひたち野2号館　◉ウオーキング☞ 26
日㊐恋瀬川周辺を歩く　◉かけっこ教室☞毎週㊐9:30千代
田B＆G　◉こどもひろば☞ 12日㊐ 9:00 千代田B＆G　
◉学校へ行こうよ☞ 7日㊋、28日㊋13:00下稲吉小、10日
㊎13:00下稲吉東小

▪エンジョイスポーツクラブ問高田　☎ 090-2420-7846

◉健康スポーツ吹き矢（初回のみ300円）☞ 9日㊍・23日㊍
19:30あじさい館、12日㊐13:30あじさい館　◉ソフトバレー
ボール☞毎週㊋20:00体育センター　◉グラウンドゴルフ体
験☞毎週㊋9:00あじさい館　◉弓道体験☞毎週㊍13:30多
目的運動広場　◉ターゲットバードゴルフ（雨天中止）☞第1.3
㊎ 9:00あじさい館　◉インディアカ体験☞毎週㊌20:00体
育センター

　　　KSC☆☆☆かすみがうらスポーツカルチャー☆☆☆

【母と子どもの健診】
◉ 2 月 2 日㊍・16 日㊍にこにこ教室【要予約】
〔場所〕千代田保健センター　〔受付〕10:00

◉ 2 月 10 日㊎ 2 歳児歯科検診（H22.2.3 月生）
〔場所〕霞ヶ浦保健センター　〔受付〕13:00

◉ 2 月 14 日㊋ 3 歳児健診（H20.10 月生）【個別通知】
〔場所〕千代田保健センター　〔受付〕13:00

◉ 2 月 15 日㊌ 4 ケ月児健診（H23.10 月生）
〔場所〕千代田保健センター　〔受付〕13:00

◉ 2 月 20 日㊊はぐくみルーム【要予約】
〔場所〕千代田保健センター　〔受付〕9:30

◉ 2 月 22 日㊌ 1 歳 6 ケ月児健診（H22.7 月生）
〔場所〕千代田保健センター　〔受付〕13:00

◉ 2 月 27 日㊊家族一緒のマタニティ教室①【要予約】
〔場所〕千代田保健センター　〔受付〕9:15

【さわやか健康教室】【要予約】
2月20日㊊13:00千代田保健センター
軽やかな体になろう（運動編）

【定例健康相談】【要予約】
2月20日㊊13:00千代田保健センター

【要予約】の教室などは、前日までに
霞ヶ浦保健センターへお申し込みください。
霞ヶ浦保健センター☎ 029-898-2312

2 月休日救急診療所

◉土浦地区 ▼診療時間 9:00 ～ 16:00
〔外科〕
5日
11日
12日
19日
26日

黒井整形外科医院
淀縄医院
中央大弥整形形成外科
あくつ整形外科
土浦港町クリニック

☎ 029-826-2210
☎ 029-822-5615
☎ 029-821-0220
☎ 029-841-4665
☎ 029-825-2200

〔内科〕
5日
11日
12日
19日
26日

鈴木胃腸科クリニック
木戸医院
高野医院
田谷医院
永井医院

☎ 029-841-7711
☎ 029-841-1753
☎ 029-841-0154
☎ 029-823-2636
☎ 029-842-3826

◉石岡地区 ▼受付時間 9:00 ～ 11:30 ／ 13:00 ～ 15:30
〔外科〕
5日
11日
12日
19日
26日

石岡市医師会病院
山王台病院
石岡市医師会病院
石岡市医師会病院
斉藤病院

☎ 0299-22-4321
☎ 0299-26-3130
☎ 0299-22-4321
☎ 0299-22-4321
☎ 0299-26-2131

〔内科・小児科〕
石岡市医師会病院 ☎ 0299-23-3515
5.11.12.19.26日
夜間緊急診療所〔内科・小児科〕 受付時間 ▼ 18:00 ～ 21:30
石岡市医師会病院 ☎ 0299-23-3515
4.5.11.12.18.19.25.26日
その他の医療機関をお探しの方は、
茨城県救急医療情報コントロールセンター☎029-241-4199

忘
れ
な
い
で
、

受
け
ま
し
ょ
う
。

◉読み聞かせ会（つくしんぼ）問千代田公民館
2月 7日㊋16:00稲吉児童館
2月14日㊋16:00新治児童館
2月21日㊋16:00大塚児童館

◉お話会（石のスープの会）問図書館
2月18日㊏14:00図書館

◉しぜん教室（参加費 300 円）問雪入ふれあいの里公園
2月25日㊏ 9:00バードウオッチング②

読み聞かせ会・お話会・しぜん教室　税の納期限　2月の納期限 ▼ 2月 29日水￥

2月1日㊌から29日㊌までの健康カレンダー

すべて10時開始。対象は市内在住の1歳～就学前児と
その保護者です。飲み物持参でご参加ください。

◉キッズリズム【20 組】〔料金〕200 円 〔講師〕菊地涼子
2月7日㊋新治児童館 　〔予約〕1月30日㊊～

◉おひなさま制作【15 組】
2月15日㊌やまゆり館　〔予約〕2月8日㊌～

◉子育て相談【要予約】
2月9日㊍・23日㊍
〔時間〕9:00～11:00／14:00～16:00
〔予約〕2月1日㊌～

問やまゆり館☎ 029-832-5601
〔予約・問い合わせ〕祝日を除く㊊～㊎9:00～17:00

【日ごろの活動成果や自慢の作品を展示しませんか？】

展示団体募集 【あじさい館ホール
展示ケース】

展示期間◦平成24年 4月から翌年3月までの間の1カ月
※希望団体が多い場合は、期間を短縮する場合があります。

展示方法◦毎月第1月曜日に自己搬入・搬出

展示内容◦生涯学習課が認めるもの

展示ケースの大きさ◦
幅348cm×高さ180cm×奥行き50cm〔3ケース〕
幅294cm×高さ180cm×奥行き50cm〔1ケース〕

申込方法◦申込書を送付しますので、ご連絡ください。

申込期限◦ 2月17日㊎まで

問生涯学習課（あじさい館内）☎内線 3027

Recruit group	

〔水戸市〕全国藩校サミット in水戸 

日時◦ 2月18日㊏13:00
場所◦水戸芸術館（水戸市五軒町1-6-8）
講演会◦漢字文化と藩校教育に関する講演
☞同時開催「水戸藩！味な城下町まつり」9:30 ～ 15:00
旧水戸藩領内の自治体が、地場産品を活用し自慢の「味な料
理」を提供します。〔場所〕水戸芸術館広場

問水戸市教育委員会☎ 029-240-5890

◉国民健康保険税☞ 9期

◉後期高齢者医療保険料☞8期

◉保育料・上下水道☞2月分

遊びに来てねシルバーリハビリ体操〔２月〕

お気軽にご参加ください。
あじさい館◦毎週㊋12:30
老人福祉センター「ふれあいの里」◦毎週㊊12:30
働く女性の家◦ 6日㊊・27日㊊10:00
大塚ふれあいセンター◦ 13日㊊・20日㊊10:00
やまゆり館◦ 17日㊎10:00

問社会福祉協議会☎ 029-898-2527

お知らせ
カレンダー

有料広告欄
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俳
句

文
芸
ひ
ろ
ば

冬
紅
葉
真
つ
赤
に
燃
え
て
里
日
和	

小
松
崎
正
生（
戸　

崎
）

校
庭
の
大
き
な
日
な
た
冬
木
の
芽	

中
島
暉
子（
下
志
筑
）

考
へ
る
ち
か
ら
あ
り
け
り
寒
桜	

成
島
利
男（
下
稲
吉
）

水み
ず
つ
洟ぱ

な
し
よ
つ
ぱ
く
ど
つ
こ
い
生
き
て
い
る	

江
崎
慶
子（
稲
吉
東
）

空 

也
上
人

（
九
０
三

～
九
七
二
）は
、

鹿
に
ま
た
が
り
諸

国
を
遍
歴
し
、
口

称
念
仏
を
唱
え

な
が
ら
弥み

だ陀
の
教

え
を
庶
民
に
説
い

た
最
初
の
人
と
さ
れ
、
一
方
で
は
水

に
苦
し
む
民
衆
の
た
め
に
、
井
戸
や

池
を
掘
っ
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

市
域
に
も
遍
歴
の
途
中
、
立
ち
寄
り

ま
す
が
、
こ
こ
で
愛
鹿
が
死
ん
で
し

ま
い
ま
す
。
哀
れ
ん
だ
上
人
は
、
鞍

を
外
し
て
松
の
枝
に
か
け
、
死
骸
を

埋
め
て
供
養
し
ま
し
た
。
鹿
を
ね
ん

ご
ろ
に
蔵
し
た
こ
と
か
ら「
鹿
蔵
」と

呼
ば
れ
、
今
の
宍
倉
に
な
っ
た
と
い

う
こ
と
で
す
。

鞍 

を
か
け
た
松
は「
空
也
上

人
鞍
か
け
の
松
」と
呼
ば

れ
ま
し
た
が
、
明
治
時
代
初
め
に

枯
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。「
鞍
か
け

の
松
」付
近
に
は
、「
ぼ
っ
け
の
清

水
」と
呼
ば
れ
今
な
お
こ
ん
こ
ん
と

湧
き
出
る
清
水
も
あ
り
ま
す（
馬
場

集
落
）。
弥
陀
信
仰
の
普
及
や
さ
ま

ざ
ま
な
救
済
活
動
を
し
た
上
人
も

天
禄
三
年（
九
七
二
）、
こ
の
地
で
入

寂
し
、
埋
葬
さ
れ
た
と
伝
え
ら
れ

て
い
ま
す（
堂
山
集
落
）。
埋
葬
の

際
に
築
か
れ
た
塚
に
は
老
松
が
立
ち
、

こ
の
大
木
は「
御
墓
松
」と
呼
ば
れ
ま

し
た
が
、
落
雷
に
よ
り
な
く
な
っ
て

し
ま
い
ま
し
た
。
墓
の
南
方
に
は「
供

養
塚
」と
い
う
地
名
、
西
方
に
は
空
也

堂
が
あ
り
、
現
在
も
旧
十
一
月
十
五

日
に
祭
礼
が
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。

歴 

史
上
著
名
な
高
僧「
空
也
」の

史
跡
・
文
化
財
が
市
内
も

ひ
っ
そ
り
と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
地
域
に
残
る
歴
史
・
文
化

財
を
市
民
学
芸
員
と
し
て
保
存
で
き

る
よ
う
に
活
動
し
、
多
く
の
方
々
に

そ
の
す
ば
ら
し
さ
を
伝
え
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

根
食
光
男

�

市
民
学
芸
員
▼
市
の
歴
史
・
文
化
な
ど
を
学
ぶ
市

民
学
芸
員
養
成
講
座
を
修
了
し
、
認
定
さ
れ
た
方

た
ち
。
現
在
31
人
。
今
後
の
活
躍
が
期
待
さ
れ
て

い
ま
す
。

宍倉の地名由来
と空也上人 雑

記
帳

市
民
学
芸
員

☆文化協会加盟団体紹介☆

手編み同好会“なでしこ”

一目一目に心をこめて

　私たちのグループは現在 13人。稲葉先生のご

指導の下、楽しい手編みの時間を過ごしています。

　今年度の文化協会祭では大勢の方に作品を見て

いただくことができ、大好評でした。

　手編みに興味のある方、世界で 1枚の自分だ

けのセーターやベストを作りませんか？初めての

方でもすぐに編めるようになりますので、お気軽

に教室をご覧ください。

活動日時 ▼第 1.2.4 木曜日　19:30 ～

場所 ▼あじさい館

問久保庭悦子　☎ 029-897-0182

－ 広報誌持参の方は、郷土資料館入館無料！ －

かすみがうらかすみがうら

つ
く
ば
ひ
の
水
に
遊
び
し
寒

か
ん
す
ず
め
雀	

石
塚
文
子（
牛
渡
下
郷
）

め
で
た
さ
も
ま
だ
有
り
あ
り
と
屠と

そ蘇
を
酌く

む	

大
山
岩
男（
下
稲
吉
）

裸
木
を
つ
な
ぐ
光
や
蜘く

も蛛
の
糸	

福
井
か
つ
子（
宍　

倉
）

母
思
ふ
大
地
は
円ま

ろ
し
冬
銀
河	

福
田
宏
通（
御　

殿
）

軒
下
に
さ
し
こ
む
夕
日
柿
す
だ
れ	

飯

田

功（
上
稲
吉
）

も
み
じ
葉
を
幼
子
達
が
手
で
す
く
ふ	

宮
本
て
る
み（
横　

堀
）

▼
千
代
田
俳
句
同
好
会

▼
紫
陽
花
俳
句
会

▼
投
稿
作
品

根食光男さん（宍倉）

❖下稲吉中学校

▼長
な が の

野 友
ゆ う か

香（２年）
県新人戦
体操段違い平行棒＝第１位
体操床＝第2位

▼内
うちやま

山 皓
こ う た

太（１年）
県新人戦
レスリング58㎏級＝第２位

❖千代田中学校

▼ �小
お ば た

畠 祐
ゆ う き

希（３年）・久
く ぼ た

保田 俊
しゅんや

也（３年）・
沼
ぬ ま た

田 和
か ず や

也（３年）
第20回関東中学生選抜ハンドボール大
会兼 JOC関東地区予選＝第１位（茨城
選抜）

❖南中学校

▼神
か み の

野 匡
ま さ と

人（３年）
県通信陸上大会砲丸投げ＝第１位
県総体砲丸投げ＝第１位
ジュニアオリンピック陸上競技大会円
盤投げ出場

県知事賞

▼わかさぎ佃煮
豊嶋商店（牛渡）

高齢者の部　70歳以上 5㎞（女子）第3位
藍  啓子（稲吉東）

昨 年2011年中に各界で活躍された
市民の皆さんを紹介します。
既に広報誌で紹介している方は省略

しています。

❖南中学校

▼𠮷
よしやま

山 香
か な

奈（３年）
県通信陸上大会砲丸投げ＝第３位
県総体砲丸投げ＝第３位

▼斎
さいとう

藤 有
あ り さ

沙（２年）
県新人戦走高跳び＝第２位

▼鈴
す ず き

木 貴
き え

惠（２年）
県新人戦砲丸投げ＝第２位

▼女子バレーボール部
県総体＝第３位

❖北中学校

▼川
かわしま

島 雅
ま さ と

人（２年）山
やまぐち

口 貴
たかみち

倫（１年）ペア
県新人戦ソフトテニス個人＝第２位

❖新治小学校

平成23年度緑の少年団活動コンクール
＝優秀（県知事賞）

長野 友香さん

久保田さん・沼田さん・小畠さん

神野 匡人さん

〈小・中学校の受賞者〉

〈茨城県水産製品品評会〉

〈ねんりんピック2011熊本〉

代表 豊
とよしま

嶋 勝
かつろう

朗さん

代表 戸
と だ

田 葊
ひろし

さん

水産庁長官賞

▼白魚煮干
株式会社出羽屋（加茂）

➡「健康のために走り
始めたマラソン。今で
は、同じ目標を持つ仲
間と楽しく走っていま
す。今年は、世界五大
マラソンのニューヨー
ク大会に出場し、完走
を目指したいです」と話
す藍

あい

啓
け い こ

子さん。
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　12月15日、上佐谷小学校（山崎淳一校長・児童数
45人）で石塚祐輔さんを講師にスポーツ選手活用体
力向上事業が開催されました。石塚さんは、アジア
大会や世界陸上の4×400mリレーに出場するなど輝
かしい経歴を持つ選手です。児童は、石塚さんから
速く走るための基礎的な動きやバトンパスの仕方の
指導を受け、スポーツの楽しさ、自己向上の喜びを
経験できた１日となりました。

　12月22日、やまゆり館でクリスマス・パーティー
が開催されました。ゲストに大河内雅子さんが歌の
おねえさんで登場し、おねえさんと一緒に「ジングル
ベル」などクリスマスソングをみんなで歌いました。
歌に合わせて踊り出す子どもたちがいてとてもかわ
いらしい雰囲気のクリスマスパーテイーでした。最
後はサンタさんから直接プレゼントの靴下をもらい
みんなニコニコ顔で楽しい時間を過ごしました。

➡石塚さんと楽しく校庭をランニングする上佐谷小児童

扌歌のおねえさんと一緒にクリスマスソングを歌いました。

笑 クリスマス・パーティー inやまゆり館
顔いっぱいのクリスマス会

ス スポーツ選手体力向上事業
ポーツの楽しさを体験

　12月15日、かすみがうら市の魅力ある
地域資源「湖山の宝」を全国にＰＲするため、
ふるさと大使のアントキの猪木さんを「1日
市長」に任命しました。アントキの猪木さん
は、雪入から歩崎まで市内全域を巡り、旬
を迎えたイチゴやレンコン農家を訪れ生産
者を激励するなどし役目をまっとうしまし
た。1日市長の様子は、市ホームページな
どで動画を公開する予定です。

扌㊧雪入ふれあいの里公園で野鳥観察㊥帆引き網漁を体験し漁師さんの体力に脱帽㊨おもてなしラリーに参加し、びっくり！な量のハン
バーグ料理に挑戦

一 いち・にい・さん　市長ダーッ！
日市長として市をＰＲ

　1月3日、市郷土資料館を舞台としたお
城市に延べ1,500人が訪れにぎわいまし
た。お城市は、市民を中心とする実行委員
会が主催。会場には新春初売りとして、模
擬店が軒を連ね、地元の特産品や特産品を
利用したアイデア料理などの出店がありま
した。城下町をイメージさせる資料館前広
場では思い思いの和装をした参加者が多く
見られ、いちご大福づくりや和遊び、人気
のある甲冑試着体験などを楽しみました。

　総合型スポーツクラブのKSCなかよしス
ポーツクラブでは、毎月高齢者福祉施設な
どを訪問し、日本舞踊や空手、軽音楽、社
交ダンスなどを披露しながら入居者と触れ
あう「なかよしふれあいたい」というボラン
ティア活動を行っています。
　12月3日は、プルミエールひたちの2号
館でクリスマスソングを合奏し、入所者が
歌で合わせました。演奏者の心から「ふれあ
いたい」というあたたかい気持ちが会場に伝
わり、入所者もとてもにこやかに応えてい
ました。
　なかよしスポーツクラブ会長の板橋忠さ
んは、「会員ができるものを披露させても
らっています。ジャンルがさまざまなのも
受け入れられる理由だと思います。他市の
施設からも要請があり、これからも多くの
方と触れあっていきたい」と話してくれまし
た。

扌㊧迫力のある獅子舞の演技㊥霞ヶ浦フィッシュ＆チップスや鯉こくなど地元食材を使った料理がならぶ㊨市民をモデルとしてお城を
バックに記念撮影（写真は市ホームページで紹介しています）

➡よさこいソーランでふれあうメ
ンバーと入所者

か 城下町の雰囲気漂う正月イベント
すみがうらのお城市を開催

な こころ通う歌や踊り
かよしふれあいたい活動

➡餅つき体験 ➡ギターと琴とハーモニカでクリスマスソングを合奏

➡イチゴ農家を訪問しイチゴに「元気」注入
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　オシャレにできるうれしい「うちエコ！」スタイル

宅でもオシャレに「ウォームビ
ス」を楽しんで、あなたの”ぬく

ぬく”

をキープしましょう。例えば、
タートルネックセーターの上に

シャ

ツやワンピースを着たり、スカ
ートの下にスパッツやジーンズ

を履いたり、

ひとつのアイテムをプラスす
るだけでOK！素材や色の組み

合わせ次第

で、あなたにぴったりのスタイ
ルがみつかるはずです。オシャ

レをしてエ

コになる「うちエコ！」は、うれ
しくなります。保湿効果の高い

下着やカラ

フルな毛糸のショーツ、オシャ
レな腹巻など最近の防寒インナ

ーは機能的

です。素材の選び方もポイント
のひとつ。フリースや遠赤外線

効果の高い

素材など、保湿性の高い素材の
アイテムを選ぶこともおすすめ

！

自
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自 
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「
う
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！
」で
検
索

☞広報誌へのご意見をお寄せください。
☞メール・はがき・電話などいずれの方法でも結構です。
☞�「広報かすみがうら」は、ホームページで掲載しているほか、
市内の公共施設やコンビニ、金融機関などにも設置してい
ます。（一部のコンビニを除く）

衣の「うちエコ！」

毎日の暮らしの中には省エネの素がいっぱい

電製品の選び方や使い方、住
宅設備に注目すると、知らぬ間

に節

約できたり、家事がラクになる
ことで、時間や家計にゆとりが

生

まれてきます。自宅の中に笑顔
がいっぱいあふれれば、家族円

満、楽しい

毎日が過ごせそうです。最近
の家電製品は、驚くほど省エ

ネが進んでい

るものが多くなっています。買
い替えの際には、省エネの性能

を十分チェッ

クしましょう。でも、何もかも
新製品に買い替えるわけにはい

きません。

そこで、できることから「うちエコ！」

◦家電はマメに電源を切る◦
エアコンのフィルター清掃は定

期的に行う

◦照明は省エネ&長持ちの蛍
光灯に替える◦温水便座のふた

は閉める

この他にも、毎日の暮らしの中
には省エネの素がたくさんあり

ます。

住の「うちエコ！」

家

　食事の工夫で心も体もぽっかぽか
い冬。食事も工夫次第で「うちエコ！」になります。冬の食事は、体の中から温まる食材を使ったり、調理方法を工夫してみましょう。例えば、温野菜をサラダにしたり、味付けに唐辛子など発汗作用のある食材を加えるなど、女性の冷え性にも効果的です。そして、冬の定番といえば「鍋」。鍋を食べて温まると暖房温度を低くできるし、家族一緒の食事は心まで温かくしてくれます。みんなで1箇所に集まり、団欒して食事をすると無駄な電気も使わなくてすみます。

寒

食の「うちエコ！」

ウチから暖めよう

うちエコ！


